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1.は じ め に
筆者は，独居後期高齢女性における生活活動指標の検討と指標の開発（第1報）を報告した
1）。
今回はその指標を使用し，追跡して経年変化を調査した。
今後急増していくと考えられる独居後期高齢女性を調査対象に選び，この人達が残りの人生を
QOLを高く保持して生存することができる条件は何かを調査した。
独居後期高齢女性がQOLは高く，尊厳ある生き方をするために，まず生活や活動状況を総合的に
調査して評価することが重要である。独居後期高齢女性を選んだ理由は，75歳以上の女性の平均余
命は15年以下であり，肉体的衰えを各自が自覚し，死を迎えることが現実味を増してきた時期だか
らである。この時期にこれらの人達は，どんな思いで生きているのか，この人達の心を支えているの
は何かも含めて総合的に調査をし，明らかにすることを目的とした。
60歳の人にとってみれば，まだ体力の衰えはかであり，平均余命は20年以上あるため，残され
た人生の設計は夢や希望があり楽しさも加わったものになるだろう。しかし独居後期高齢女性は，夫
に先立たれ，身寄りや知人が減少していく中で，尊厳ある生き方をし，死に対峙していかなければな
らない。その人達の日々の生きている様子を生活に密着して9年間の経過を追跡調査した（若干名は
10年間の追跡。なお，本報における調査分析期間は3ヶ月とした）。
先行研究は，高齢者を対象にしたものであったが，独居後期高齢者のみを対象にしているものでは
なく，調査項目は部分的なものであり，そこには食事や家庭管理能力の評価が欠けていた。これを加
えて，筆者の作成した「独居後期高齢女性の生活活動状況の指標および評価基準」は10項目の指
標（仕事，経済，食事，家庭管理，生活の主体性，家族との関わり，地域社会との関わり，相談者の存在，社会
への関心，個人的活動）である（表1）。この追跡調査の過程で，各個人の個人史を聴取し，現在の日々
の生活に対する思いを話していただいた。そして，この個人史と日常生活の状態との関連性を考察し
た212）。
調査第1年目の各指標の値と評価基準は，筆者が開発したものである（表1）。
本研究は生存や生活の基礎となる食事と家庭管理能力の指標を加えて，総合的に調査分析し，個
人史を加えて議論し意味付けたのが特徴である。
第2報の本報告は，調査対象22名のうち栄養良好群で指標の値が高値の12事例を報告する。
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表1 独居後期高齢女性の生活活動状況の指標および評価基準
ある
（する）
ない
（しない）
Ⅰ.仕事
1.仕事（収入を伴う）。 1 0
Ⅱ.経済
1.仕事による収入。 0.25 0
2.年金。 0.25 0
3.その他の収入。 0.25 0
4.子どもたちが経済的支援をしてくれる。 0.25 0
Ⅲ.食事
1.食事を自分で作っている。 0.2 0
2.食材を自分で買出しにいっている。 0.2 0
3.栄養のバランスを考えている。 0.2 0
4.蛋白質を1日に50gは摂っている。 0.2 0
5.緑黄野菜を忘れないよう毎日摂っている。 0.2 0
Ⅳ.家庭管理
1.家（住）の管理（整理，清掃）。 0.25 0
2.経済の管理（銀行にいき支払い手続きができる）。 0.25 0
3.衣の管理（洗濯，衣服の整理）。 0.25 0
4.身だしなみに気を配る。 0.25 0
Ⅴ.生活の主体性
1.健康に注意している。 0.167 0
2.かかりつけ医がいて，定期的に1ヶ月に1回以上診察を受けている。 0.167 0
3.生活は規則的（起床，就寝時間は一定）。 0.167 0
4.運動を1日に30分以上，
①1週間に57回している。 0.167 0
②1週間に24回している。 0.08 0
③たまにしている。 0.01 0
5.生活の仕方を工夫している。 0.167 0
6.いろいろな事柄に関心があり，積極的に取り組んでいる。 0.167 0
Ⅵ.家族との関わり
1.子どもやその家族が気にかけてくれている。 0.25 0
2.子どもやその家族と話す機会が多い。 0.25 0
3.子どもやその家族が，訪ねてきてくれる（1年に1回以上）。 0.25 0
4.子どもたちの家庭を訪ねる（1年に1回以上）。 0.25 0
Ⅶ.地域社会との関わり
1.近くの商店に買い物に行く（1週間に1回以上）。 0.2 0
2.近所の人と話すことがある。
①1週間に1回以上。 0.2 0
②1ヶ月に1回以上。 0.1 0
3.友人や近隣の人を訪ねる。 0.2 0
4.友人や近隣の人が訪ねてくる。 0.2 0
5.地域活動に参加している。 0.2 0
Ⅷ.相談者の存在
1.困ったときの相談者が血縁者内にいる。 0.5 0
2.困った時の相談者（非血縁者）が身近にいる。 0.5 0
Ⅸ.社会への関心
1.テレビをよくみる。 0.2 0
2.新聞を読む。 0.2 0
3.雑誌を読む。 0.2 0
4.趣味の会などに参加して楽しんでいる。 0.2 0
5.奉仕活動に参加する。 0.2 0
Ⅹ.個人的活動
1.サークル活動に参加している。 0.25 0
2.日帰り旅行をする。 0.25 0
3.国内宿泊旅行をする。 0.25 0
4.外国旅行をする。 0.25 0
（合計）
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2.事 例 調 査
事例1:UR 調査開始時年齢:81歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:栃木県
実家は農家で，8人兄弟姉妹で二女。現在2人が死亡している。この兄弟姉妹も10年前までは毎
年集まったが，全員年老いてきたため，今となっては遠出は大変なので集まらなくなった。夫と結婚
し，現在の地でクリーニング店を開業し50年以上になる。夫とは10年前に死別し，それ以後独居で
ある。息子が3人いて，それぞれ皆近所に別居している。
子育てをしながら，夫と2人でクリーニング店をきりもりした。現在3人の息子と1人の孫がクリ
ーニング店を継続している。3人の息子達は仲がよく，気立てがよく，優しく，一生懸命に仕事をし
ているので，店の評判はよく繁盛している。
URはこの店に通いで来ている。目も耳もよいので，家業を手伝っている。仕事はとれたボタン付
けや，綻びたところを繕うことである。お客さんに大変喜ばれている。若い時はアイロンかけもした
が，現在はしていない。ボタン付けや，綻びたところを繕うことを，店の隅で黙々としている。カウ
ンターに顔見知りのお客さんが見えると話もできるので，この仕事が大変気に入っている。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 高血圧症:調査開始時点から現在に至るまで，かかりつけ医に2週間に1度規則正しく通院し，
服薬治療を継続している。
（2） 高脂血症:調査開始時点から現在に至るまで，かかりつけ医に2週間に1度規則正しく通院し，
服薬治療を継続している。
（3） 膠原病:平成13年4月に皮膚に色素沈着が出現し，皮膚がボロボロと離するようになった。
かかりつけ医の紹介で都立病院を受診，精査を続けたが，診断がなかなかつかず，緩解に至る
までに2年半を要した。
（4） 膀胱癌:平成16年3月に血尿に気づき，かかりつけ医に都立病院を紹介され，膀胱癌と診断
され，膀胱を部分切除して，初めは3ヶ月に1回，その後6ヶ月に1回受診した。経過良好で
4年以上経過したため，1年に1回受診することになった。血尿が出現した時受診することに
して，ほぼ完全に治癒したと言われた。
規則正しく通院し服薬している。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
昼間は息子達が仕事をしている店に行き，クリーニングでとれたボタンを付けたり，小さな穴を繕
ったりしている。息子達が協力してクリーニング業をしてくれるので嬉しい。また孫も1人（男子）
この仕事を継いでくれているので，URも張り切っている。
針に糸を通すのも見事にこなす。目も耳もよい。イスに腰掛けてオーバーやワイシャツのボタン付
けをしていたが，作業は手早くて衰えはみられない。目も耳もよいのでお客さんとの対応もうまくい
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っている。黙々と手を動かし，この仕事が大好きで長いことやってきたと言っている。
指標Ⅱ（経済）:
年金と，仕事を子ども達に譲ったあとも，仕事を手伝っているので，子ども達が小遣いをくれる。
この2つで生活が成り立っている。
指標Ⅲ（食事）:
昼間は息子達のところで仕事をしているが，食事は各々，お弁当などを用意してくるので，URは
自分の食事を用意するだけである。息子達の食事は，副食の香辛料が強い味付けなのでURにはき
つく，また彼らは肉類を好むので，一緒の食事はできない。URは魚が好きなので自分の好きなもの
を作って食べられることに満足している。野菜やたんぱく質の摂取にも注意している。
食事は偏食がなく，魚中心の野菜や果物，豆腐などを好んで食べ，規則正しい生活を送っている。
自分は年を取っているから，若い者と同じ食事は無理だからと言って，体に合ったものをバランスよ
く食べている。しかし塩分がやや多い。かかりつけ医からは減塩を指示されている。
指標Ⅳ（家庭管理）:
家庭の清掃，整理整頓はきちんとおこなわれている。年金は銀行口座に振り込まれるので，必要
に応じて，自分で引き出したりして，金銭管理は自立している。自宅には洗濯機があり，それで自分
の下着やその他衣類は必要に応じて洗濯し，乾燥後，丁寧にたたんでしまっている。身だしなみはき
ちんとしていて，髪が乱れていることはない。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康に注意して，かかりつけ医に2週間に1度規則正しく通院し，医師のアドバイスをよく守ろう
としている。生活は規則正しく，起床と就寝時間は決まっている。睡眠薬がなくてもよく寝付き，夜
目が覚めることはない。毎日外出する用事があり，30分以上歩いている。運動は週に5回以上地域
の高齢者と輪投げやボーリングをして2時間程度，皆で心から笑って楽しい時間を過ごしている。肌
がきれいで，つやもよく，声言葉に張りがあり，15歳は若く見える。腰も曲がっておらず姿勢も
よい。針仕事は頭と手を使うもので，運動も欠かさないので心身ともに健康である。
若い人（息子の家族）に迷惑をかけないように，生活と健康に注意を払っていると口癖のように言
っている。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
UR自身，人柄が大変よく，人と争うことを好まない。息子家族も人柄が大変よく，温和で，家族
間の協力がみられる。子や孫たちに大切にされており，日中はクリーニングの仕事の手伝い（ボタン
付けや綻びの修繕）をしていて，会話はよくしている。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
温和で明るい性格が誰にも好かれ，地域の人と旅行などもする。高齢女性達の中には，嫁の悪口を
言う人がいるが，その様な人達のグループには参加しないと言っていた。年齢のわりに，気力体力
ともに全く衰えていない。自宅から徒歩2分のところにある福祉施設で，仲間と輪投げやおしゃべり
や入浴をしている。運動もしており，年齢とは思えない若々しさを保っている。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
URは温和で明るい性格であり人柄がよく，息子達の家族も同様であり，家族同士が助け合い力を
合わせて生きている。URと息子達の家族とのコミュニケーションは良好である。
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指標Ⅸ（社会への関心）:
テレビをよく見て，社会の動きに関心を持っている。
指標Ⅹ（個人的活動）:
地域の高齢者のサークルに参加して，楽しい遊びの時間を持っている。地域の人達と1泊の温泉旅
行を1年に1回は楽しんでいる。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:1.0，指標Ⅱ:0.5，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:0.75，指標Ⅶ:0.4，指
標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.2，指標Ⅹ:0.75;合計得点:7.100
調査第2年目平成12年79月から調査第7年目平成17年79月までの状態と指標の変化:
指標Ⅰから指標Ⅹまで調査第1年目と比較して大きな変化はなかった。
調査第8年目平成18年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
視力が落ちたので，ボタンを付けたり，小さな穴を繕ったりすることは止めた。店番はしている
（指標Ⅰ 仕事）。その他の指標ⅡからⅩまでは，調査第1年目と比較して大きな変化はない。
現時点での健康状態（平成19年79月）
高血圧症と高脂血症の服薬は継続しているが，全身状態は良好で，仕事の手伝いや，地域の高齢者
と楽しく遊んだり運動したりして，元気よく生活している。認知症の発症はみられない。足腰はしっ
かりしていて，変形性関節症はないため，外出も運動も元気よくしている。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:自宅から徒歩2分の所に福祉施設があり，そこで仲間と輪投げやおしゃ
べりや入浴をしている。運動もしており，年齢とは思えない若々しさを保っている。肌のきれいなこ
と，肌のつやのよいこと，声言葉に張りがあり，15歳は若く見える。腰も曲がってなく姿勢もよ
い。長い間針仕事によって頭と手を使い，現在もなお運動も欠かさないので心身共に健康であるのだ
ろう。
食事は偏食がなく，魚中心の野菜や果物，豆腐などを好んで食べ，規則正しい生活を送っている。
自分は年を取っているから，若い者と同じ食事は無理だからと言って，体に合った食品をバランスよ
く食べている。温和な性格と明るい性格が誰にも好かれ，地域の人と旅行などもする。年齢の割には
全く衰えていない。
健康に恵まれ，家族や地域の人達との交流があり，何と言っても楽天的で明るく性格がよく，楽し
く生きている。行動も年齢のわりには敏速である。体は若い時から丈夫であった。
事例2:YH 調査開始時年齢:81歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:東京都
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父親は銀行員で母親は専業主婦。兄との2人兄弟で平凡な家庭に育った。女学校を卒業してお茶，
お花，ピアノなどの稽古をしたが，母親が病弱なため代わりに家事一切をした。21歳で私立大学出
身の夫と見合い結婚をして，現在の場所に住んでいる。夫の家は貿易の会社を経営していた。結婚当
初は夫は銀行に勤務していたが，10年勤めた後，父親の会社に勤務した。義父母とは同居せずに核
家族であった。当時は周囲からモダンでハイカラな奥さんとして見られていた。行動的で楽天的な性
格である。夫は父親の会社の社長になり，手腕を発揮した。1男3女の子どもに恵まれ「幸せな女性
のモデル」のようであった。子どもの教育にも熱心で子ども達は中学校から私立に進み，大学に進学
した。子ども達はそれぞれ結婚して孫が6人おり，皆都内に住んでいる。現在自宅から10分位の距
離に長男と次女が住んでいる。夫は平成7年，85歳で死亡した。82歳まで現役で会社の経営に当た
っていた。今は長男が社長を継いでいる。元気なので夫の死後，1人で住むことを希望して現在に至
っている。次女が2年前に近所のマンションに引っ越してきた。夫の会社も社会の景気，不景気の波
を受けたが楽天的な性格でグチはほとんど言わず，明るくたくましく毎日を過ごした。昔からおしゃ
れであったが，今も化粧は念入りにする。生粋の江戸っ子で話が大好き。若い孫の話にもよく耳を傾
ける。耳，目に衰えはなく，いろいろなことに興味を持つのでどんな年齢層の話にもついていける。
娘や孫との外食もよくし，軽い糖尿病があるが何でもよく食べる。自分が作る時は和食で1日30品
目の食品を心がけている。食べたい物が京都にあれば日帰りで京都まで行ってくる。1年間に外国旅
行には3，4回行く。普段はデパートに行くことが日課のようになっている。1人で何でも行動する。
庭が広く，緑が多い古い家屋に1人で住んでいる。身の回りのすべての生活を楽しんでいる。寂しい
とも言わず，経済的にも余裕がある。趣味もある。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 糖尿病:軽症のため食事制限をしている程度。定期的に通院している。医師の指導は受けてい
るが，食事制限は自己流である。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
仕事はしていない。
指標Ⅱ（経済）:
年金と若い時の貯蓄で，生活が成り立っている。
指標Ⅲ（食事）:
3食とも自分で作って食べている。偏食はなく，何でもおいしく食べられる。軽い糖尿病があるが
何でもよく食べる。自分が作る時は和食で1日30品目の食品を心がけている。食べたい物が京都に
あれば日帰りで京都まで行ってくる。このような食生活であるため，実際は，糖尿病の食事制限は不
十分である。
指標Ⅳ（家庭管理）:
家庭の清掃，整理整頓はきちんとおこなわれている。年金は銀行口座に振り込まれるので，必要に
応じて，自分で引き出したりして，金銭管理は自立している。自宅には洗濯機があり，自分の下着や
その他衣類は必要に応じて洗濯し，乾燥後，丁寧にたたんでしまっている。身だしなみはきちんとし
（85）
ていて，化粧は念入りにして，髪が乱れていることはない。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康に注意して，生活は規則正しく，起床と就寝時間は決まっている。睡眠薬がなくてもよく寝付
き夜目が覚めることはない。毎日のように外出する。散歩は30分以上歩いている。運動は週に5回
以上，家庭内で手足の屈伸運動の体操をしている。腰は曲がっておらず姿勢もよい。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
YH自身は大変楽天的で性格が明るい。人と争うことを好まない。近所に住む娘と気が合い，娘と
外食をしたり，孫とよくおしゃべりをする。孫達も1年に数回訪ねて来てくれる。
子ども達の家庭を時々訪問するが，子ども達の家族への過干渉にならないように注意している。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
性格は明るく楽天的でくよくよしないので誰にも好かれる。娘が近所に住んでいるので，地域の人
達とのおしゃべりは時々する程度で，交流は少ない。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
YHは明るく楽天的な性格であり人柄がよく，娘と気が合うので，何でも相談したり話し合ってい
る。
指標Ⅸ（社会への関心）:
テレビや新聞や週刊誌をよく読んでいて，社会の動きに関心を持っている。
指標Ⅹ（個人的活動）:
地域の高齢者のサークルには全く参加していない。1人でデパートでショッピングを楽しんだり，
国内旅行を楽しんだりしている。外国旅行は，ツアーに参加している。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.5，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:1.0，指標Ⅶ:0.2，指標
Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.6，指標Ⅹ:0.75;合計得点:6.550
調査第2年目平成12年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
調査第2年目の82歳になって，外国旅行の体力はなくなってきたので止めた。国内旅行は続けて
いる。調査第4年目の84歳になると，体力ばかりか気力も衰えてきて国内旅行もしなくなり（指標
Ⅹ 個人的活動），生活に積極性が低下してきた（指標Ⅴ 生活の主体性）。
調査第6年目の86歳になると，社会への関心も低下し始め，週刊誌を読むこともなくなった。テ
レビを見ることが主になり，新聞は軽く目を通す程度になった（指標Ⅸ 社会への関心）。しかし，食
事や家庭管理の低下はみられなかった（指標Ⅳ 家庭管理）。
現時点での健康状態（平成19年79月）
糖尿病で食事制限は継続しているが，全身状態は良好で，元気よく生活している。認知症の発生は
みられない。足腰はしっかりしていて，変形性関節症はないため，外出も運動もしているが，遠出は
しなくなった。
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追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:住まいは一戸建て住宅の2階建（5LDK）で庭がある。一部屋が広い。
杖は使用していない。寝る時は布団で服装はズボンが主で，外出する時スカートをはくこともある。
いつも化粧は欠かさない。
健康面，経済面にも恵まれ，家族との交流もあるが，何と言っても楽天的で明るく1人で生きよう
とする気持ちが強い。生活は楽しくをモットーに自然体で楽しむ努力をしている。 行動も年齢のわ
りには敏速である。体は若い時から丈夫である。出て歩くのが好きで行動力もあるので今のところ支
援は必要ない。1人暮らしが不可能になったら，子ども達と相談するが施設への入所もよいと思って
いる。
身体機能的状況について:糖尿病があるが軽症のため，身体機能的に不自由な点はない。病院へは時々
通院している。元気に日常生活をこなし外出もしている。自宅は高齢者仕様になっていないが，全く
不便を感じていない。視力聴力の衰えはない。自力で生活をしている。
精神心理的状況について:認知症はほとんど認められない。人とのおしゃべりが好きである。精神的
にも大変安定しており，毎日を自由に生きている。
社会環境的状況について:経済的には豊かであり，生活には困窮していない。生活は肉体的にも精神
的にも自立している。ヘルパーの支援を必要としていない。
事例3:FA 調査開始時年齢:83歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:岡山県
父親は医者であった。両親には可愛がられて成長した。子どもは2人生まれたが，1人幼少の時死
亡した。従って男の子1人である。兄弟はいないが，従兄弟は多い。旧制女学校を卒業して2歳年上
の内科の勤務医師の夫と結婚した。結婚後は夫の勤務地である東京で過ごした。50歳の時夫と死別
（死因は癌）した。その時子どもは医科大学に通っていた。その後一戸建ての中古の家を買って，以降，
この場所で過ごしている。現在は子どもとは別居している。
趣味は広く，短歌，生け花，料理で，特に生け花は大好きで展覧会にもよく行く。
夫が残してくれた遺産がかなりあるので，経済的には何ら心配はなかった。
夫の死後1年経ったころから，保険の外交員などをして60歳まで約10年働いた。くよくよしない
明るい性格なので周囲とも溶け込みやすく，また積極的な性格で面倒見がよく，おしゃれである。人
との交際範囲も広く，料理が得意で大好きである。そのためいろいろな人がよく集まってくる。短時
間にもてなし料理を作るので，人気者である。子どもは大阪の方にいるがいつも気にかけてくれる。
正月は2週間ぐらい毎年，息子の家で過ごす。孫が3人（2男，1女）いる。行くと車でいろいろな
ところに連れて行ってくれるので楽しい。
身の回りのことができるので，今は独居している。子どもも孫も医者なので，健康管理などは相談
をする。その点が心強い。薬も送ってくれる。同居するように言ってくれるが，1人での生活は気楽
なので動けるうちはこのまま続けるつもりである。
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調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
罹患している疾病はない。健康に恵まれ，元気で1人で生活している。変形性関節症がないため，
背筋はまっすぐで，歩行に不自由はない。認知症はない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
仕事はしていない。
指標Ⅱ（経済）:
年金と子どもの援助で生活している。経済的な困難は感じていない。むしろ経済的には恵まれた生
活をしている。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに十分気を使っ
ている。たんぱく質や緑黄色野菜が不足しないように注意している。
指標Ⅳ（家庭管理）:
屋内の清掃はよくされていて，整理整頓がなされている。身だしなみは，きちんとしており，化
粧も忘れない。洗濯も自分でして，衣服の整頓もきちんとして笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。1日に30分以上の
散歩をしている。独居で年齢に応じて生活をしていくために，生活の仕方もいろいろ工夫している。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
息子は優しく，嫁も孫達も気にかけてくれている。よく訪ねてくれる。同居を勧めてくれているが，
元気なうちは1人で生活をしていきたい。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近隣に同じ趣味の人がいて，その人達がよく訪ねて来て，おしゃべりを楽しんでいる。また，訪ね
て行くこともある。地域活動にも参加して，趣味の会に出席している。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
息子がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビや新聞や雑誌を読み，訪ねて来てくれた人との話題にしている。
指標Ⅹ（個人的活動）:
国内旅行は1年に数回おこなっている。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.5，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:1.0，指標Ⅶ:1.0，指標
Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.8，指標Ⅹ:0.25;合計得点:7.050
調査第2年目平成12年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
調査第2年目の84歳になっても体力の衰えは少なく，生活の変化はほとんどなかった。
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調査第3年目の85歳になると，体力ばかりか気力も衰えてきて国内旅行もしなくなり（指標Ⅹ 個
人的活動），生活に積極性が低下してきた（指標Ⅴ 生活の主体性）。スーパーへの買い出しも近隣の親
しい友人に頼むようになった（指標Ⅳ 家庭管理）。調査第5年目の87歳になると，気力体力が一段と
落ちてきて，日々の生活に張りがなくなってきた。調査第6年目の88歳になると，社会への関心も
低下し始め，週刊誌を読むこともなくなった。テレビを見ることが主になり，新聞は軽く目を通す程
度になった（指標Ⅸ 社会への関心）。しかし，食事は自力で作って食べている（指標Ⅲ 食事）。
現時点での健康状態（平成19年79月）
体力と気力は衰えてきて活動量は減少してきたが，健康で日々を元気に生きている。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:健康には恵まれて，今まで入院するような病気はしたことがない。息子
夫婦と孫たちが自慢であり，満足している。社会の動きにも興味があり，テレビや新聞もよく見る。
周囲の人によく気を遣うので，人がよく集まるが最近は疲労を感じることが多い。衣生活においては，
家の中でも鏡を見てだらしない服装をしないように心がけている。これはよく人が来ることにもよる
と思われる。ズボンははかない。いつもスカートである。柔らかな素材で軽いものを好む。お嫁さん
が送ってくれることが多い。好みを知っている人のプレゼントもある。厚めの靴下をはいてからだを
冷やさないようにしている。
住生活は，一戸建て住宅の2階建の4LDK（バリアフリーに改装）。お花はいつも欠かさない。南に
面した庭がある。食生活は，食べることは好きで料理は得意なため，何でも食べ，偏食はない。「健
康は食事から」をモットーと考えているので1人でも決して手抜きをした食事をしないようにしてい
る。両親も夫も食事の大切さをよく口にしていたからでもある。
事例4:HM 調査開始時年齢:81歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:山梨県
自作農の家に生まれた。兄弟姉妹は5人生まれたが成人したのは三男と長女であるHMの2人で
ある。小学校を卒業してから18歳の時に農家の次男で2歳年上の夫と結婚して，東京に住んだ。33
歳の時，夫を亡くし，その後1人で2人（1男1女）の子どもを育てる。公立病院に働く場所を得て60
歳の定年まで勤めた。生活は楽ではなかったが，給料が安定していたことはとても助かった。息子は
鮮魚店に奉公に出た後，独立して鮮魚店を営み，結婚をした。娘も結婚をして，埼玉県に嫁いだ。息
子夫婦と同居をしていたが，平成2年に息子夫婦が近くに家を新築した折に別居した。それ以降独居
である。しかし5年前まで，息子の鮮魚店を手伝っていた。その後，近所の家で頼まれた時は草むし
りや簡単な掃除をしている。「とにかく動いていた方が身体の調子がよい」と言っている。話をする
ことは好きだが，話すよりは聴き上手である。友達も多く，和を重んじてグループをまとめるので，
周りからの信頼も厚い。気丈な人で黙々と仕事をする。よく働き，よく食べ，よく寝る。新鮮な野菜
を食べるよう心がけている。世界の動きにも関心が深く，ニュース，ドラマ，スポーツなどをよく見
る。病気をしたこともなく，生まれつき丈夫で現在も特別体に悪いところもなく健康である。また特
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別な健康管理はしていないが風呂が大好きである。家にいても常に動いており，部屋も庭もきれいで
ある。草取りの手さばきなどは速くて見事である。庭の隅で小さいが畑も作っている。息子も気遣っ
てくれるので感謝している。2週間に1度ぐらいの割合で娘のところに行く（娘が車で送迎してくれる）。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態:
罹患している疾病はない。健康に恵まれ，元気で1人で生活している。変形性関節症だが軽度のた
め，背筋はまっすぐで，歩行に不自由はない。元気に動きまわり，仕事も速い。認知症はない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
近所の家庭の手伝いをして小遣い程度の収入を得ている。生活の張りとなっている。
指標Ⅱ（経済）:
年金とかな収入で生活している。経済的な困難は感じていない。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに十分気を使っ
ている。たんぱく質や新鮮な緑黄色野菜が不足しないように注意している。
指標Ⅳ（家庭管理）:
屋内の清掃はよくされていて，整理整頓がなされている。身だしなみは，きちんとしているが，
化粧はしない。洗濯も自分でして，衣服の整頓もきちんとして笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。1日に30分以上の
散歩をしている。何事にも関心を持ち，仕事が苦にならないので，体を動かす時間が多い。生活の仕
方もいろいろ工夫している。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
息子は優しく，嫁も孫達も気にかけてくれている。娘がよく自動車で送迎してくれて，娘の家庭に
行き，孫達とおしゃべりするのを楽しんでいる。息子は同居を勧めてくれているが，元気なうちは1
人での生活をしていきたい。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近隣に気の合う友人がいて，その人達がよく訪ねてくれて，おしゃべりを楽しんでいる。また，訪
ねて行くこともある。地域活動にも参加して，趣味の会に出席している。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
息子と娘がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は十分あり，テレビや新聞を読み，近所の気心の知れた人に会うと，それを話題にし
ている。
指標Ⅹ（個人的活動）:
日帰り旅行を1年に数回している。
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調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:1.0，指標Ⅱ:0.5，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:1.0，指標Ⅶ:0.6，指標
Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.4，指標Ⅹ:0.25;合計得点:7.250
調査第2年平成12年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
調査第3年目の83歳になって体力は少し衰え，指標Ⅳ（家庭管理），指標Ⅴ（生活の主体性）の変化
がみられた。身だしなみがやや乱雑になり，いろいろなことに対する積極性が低下してきた。子ども
達の家庭を訪ねることも，なくなっていた。
調査第4年目の84歳になると，体力ばかりか気力も衰えてきて，生活に積極性が低下してきた。
仕事の量が減ってきて，積極的に運動することもなくなり，日帰り旅行もしなくなった。調査第6年
目の86歳になると，気力体力が一段と落ちてきて，近所の人に仕事を頼まれることもなくなった。
食事に対して意欲がなくなり，たんぱく質や緑黄色野菜に対する関心が低下してきた。しかし，食事
は自力で作って食べている。社会への関心も低下し始め，週刊誌を読むこともなくなった。テレビを
見ることが主になり，新聞は軽く目を通す程度になった。調査第7年目87歳になると，スーパーに
食材を買いに行き，食事を自ら作ることが困難になってきたため，娘と息子の嫁が交代で食事の面倒
をみるようになった。体力と意欲の低下が顕著になってきた。
現時点での健康状態（平成19年79月）
治療している疾病はない。健康であるが，活動量は減少してきた。しかし，元気で1人で生活して
いる。変形性関節症は進んできたが，背筋はまだ目立って曲がってはおらず，歩行に不自由はない。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:住まいは一戸建て平屋（1LDK，Lが20畳程度。平成2年にリフォームし，
すべて洋式にした）。ベッドを使用している。杖は使用していない。服装はズボンでいつも前掛けをし，
ほとんど化粧をしたことがない。食欲があり，魚野菜が中心，牛乳は毎日飲む。もし動けなくなっ
た時には，子どもの世話になりたいが息子夫婦は商売をしているので無理だと考えている。
夫が死亡した後も再婚することなく，子どもを生きがいに生活してきた。苦労も多かったが，健康
な身体と気丈な性格，人の和を大切にする気持ちを息子夫婦や周囲の人々が高く評価している。調査
第7年目までは人に頼ることなく，よく動いて，動作も敏速であった。
事例5:MY 調査開始時年齢:83歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:長野県
父親は農業をしていたが，後には村の消防団長として活躍し，それが主になった。その後村長にも
なった。兄弟姉妹が多く，MYが第1子だったので，小学校卒業後は家事農作業子守りなどの
手伝いをして過ごした。そして，織物業を営んでいる家の長男と結婚した。夫は同じ年齢で，会社員
だった。舅姑小姑と同居だったので，日々の生活は緊張と忍耐の連続だった。子どもの世話と家
事は姑がして，MYは1日中家業の手伝いをした。当時の生活を振り返ると「よく働いた」の一言
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である。子ども3人（1男2女）で，現在2人の娘は近くに住み，中学校の教師をしている。長男は織
物業を継いだが，自身の年齢と最近の業界の事情で辞めた。夫は70歳で死亡した。それ以後独居で
ある。血圧が少し高く，かかりつけ医に診てもらっている。目や耳の衰えは少ない。情緒は安定して
いるので，トラブルが少ない。掃除は嫌いで，あまりしない。汚くてもあまり気にならない。おしゃ
べりが好きであり，いつも犬や猫にも話しかけている。いつの間にか他家の犬と猫が住みついてしま
った。機械に強く，テレビ番組をビデオに録画して，後で見たりしている。子どもとの関わりは適度
であり，娘が週に1度は食べ物を届けてくれる。その時，孫を一緒に連れて顔を見せてくれる。体が
動くうちは1人で生活したい，そして動けなくなったら息子家族と住みたいと言っている。
一戸建て住宅（2階建2階部分は物置にしている）で，狭い庭があり，花の手入れが趣味である。庭
にはいろいろの花や植物が植えてある。少し腰は曲がっているが，杖は使用していない。寝る時はベ
ッド。普段の服装はズボンである。化粧はしていない。食事は偏食はなく柔らかいものが好きである。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 高血圧症:治療のため，毎日服薬している。
（2） 変形性関節症:腰や膝関節痛があるが，生活に支障はきたしていない。背骨は多少曲がってい
るが，歩行に不自由はない。
健康に恵まれ，元気で1人で生活している。認知症はない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
近所の同年輩の女性（複数）が，家人の外出により日中1人になってしまい，1人にしておけない
場合に，その家人から話相手になって家人が帰宅するまで見て欲しいと言われて，その家で半日以上
の時間を費やし，その家人から小額の小遣いをもらっていた。
指標Ⅱ（経済）:
年金による収入が主である。経済的な困難は感じていない。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに十分気を使っ
ている。しかしたんぱく質や新鮮な緑黄色野菜は不足がちである。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整頓は嫌いだと言っていたが，屋内の清掃はよくされ，整理整頓がなされている。身だし
なみは，普通できちんとしている。化粧はしない。洗濯も自分でして，衣服の整頓もきちんとして，
笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。高血圧症の治療のた
め，1ヶ月に1度通院している。1日に30分以上の散歩をしている。何事にも関心を持ち，積極的に
取り組んでいる。体を動かしている時間が多い。生活の仕方もいろいろ工夫している。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
息子や娘達は優しく，いつも気にかけてくれている。娘が孫を連れて自動車で食べ物を作って持っ
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て来てくれる。それを冷蔵庫に入れて，少しずつ食べている。この時，孫達とおしゃべりするのが楽
しい。息子は同居を勧めてくれているが，元気なうちは1人で生活をしていきたい。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近隣に気の合う人がいて，その人達がよく訪ねてくれて，おしゃべりを楽しんでいる。
地域活動には参加していない。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
息子と娘達がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビを見たり新聞や週刊誌を読んだりし，近所の気心の知れた人が
来ると，それを話題にしている。華道の会に時々参加している。
指標Ⅹ（個人的活動）:
ほとんどしていない。年齢と体力を考えると，サークル活動や旅行は無理と思っている。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:1.0，指標Ⅱ:0.5，指標Ⅲ:0.6，指標Ⅳ:0.75，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:0.75，指標Ⅶ:0.4，指
標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.4，指標Ⅹ:0.0;合計得点:5.900
調査第2年目平成12年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
調査第4年目の86歳になると，体力も気力もやや衰えてきた。仕事は辞めた（指標Ⅰ 仕事）。運
動はほとんどしなくなった。散歩も止めた（指標Ⅴ 生活の主体性）。調査第6年目88歳になると，銀
行に行って預金の引き出しや振り込みをするのが困難になってきた（指標Ⅲ 家庭管理）。新聞は読ま
ず，テレビを見るだけになった（指標Ⅸ 社会への関心）。調査第9年目91歳になると，かかりつけ医
への受診はなくなった。健康を維持して元気に生きようという意欲も減退してきた。食材を自分で買
いに行くことはなくなった。子ども達が作って運んできてくれたものを冷蔵庫へ入れて，必要に応じ
て取り出し，簡単な加熱などの料理をして食べている（指標Ⅲ 食事）。子どもや孫達は今までと変わ
らず，訪ねて来てくれるのが，楽しみの一つである（指標Ⅵ 家族との関わり）。
現時点での健康状態（平成19年79月）
体力と気力は衰えてきて活動量は減少してきたが，健康で日々を元気に生きている。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:病気の進展はあまりなく，体力と気力の衰えはあるが，ゆっくりと時間
をかけて家事や身支度をしている。息子夫婦や娘が一緒に住むよう提案しているが，「長年住み慣れ
た土地が自分に合っているので，マイペースで生活をしたい」と言っている。舅姑小姑との同居
で苦労はしたが，平凡な会社員の妻として過ごした日々を幸せと感じ，現在は，子どもや孫達がいろ
いろと援助をしてくれ，地域の気の合う友達と無理をしないで助け合いながら，のんびりと過ごして
いる。
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事例6:MN 調査開始時年齢:83歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:和歌山県
兄弟は3人。兄2人はすでに故人となっている。夫は教員で1歳年下。結婚して一時埼玉県に住ん
でいたが，40年前に現在の地に家を建てて住んでいる。庭のある一戸建てに住んでおり，小さい庭
で野菜を少し作っている。
夫は定年（60歳）後も教育関係の仕事をしていた。定年後はよく2人で旅行をした。夫は15年前，
MNが78歳の時死亡した。
子どもは3人（1男2女），皆結婚している。孫が8人いる。
しっかり者で女丈夫と言われている。姉御肌で気前がよく，社交家である。家には人が来たらいつ
でも持たせられるお土産を用意してある。
娘2人は結婚して和歌山県に住んでいる。息子は定年後の10年前から山梨県にある別荘に定住し
ている。息子とは同居の経験はなく，自分はこの地から離れたくないので，何度も息子が一緒に住も
うと言ってくれたが「ここにいる」と答えている。
2～3年前までは庭で作っている野菜を息子のところに送っていたほど元気であったが，最近はい
ささか庭仕事がきつくできない。以前は息子に送るための荷造りも全部自分でした。しかし今は自分
で食べる三つ葉やミニトマトを作るぐらいである。畑仕事は趣味で楽しかった。
前かがみで歩くが，転んだ経験はあまりない。動けなくなったら，施設に入るつもりでいる。
食が太く，肉が好物で魚はあまり食べない。知人などからの頂き物も多く，それらも食卓にのぼる。
そして最近は以前のような手の込んだものは作らないが，食事は3食，1汁3菜は食べる。テーブル
の上に配膳したものを眺め「これでよしよし」と頷きながらをとる。食べる前の5秒ぐらいは食事
を眺め，納得できないと，もう1品足すこともある。この行為が習慣となっている。食に関するこだ
わりは若い時ほどではないにしても今でも多少はある。
自宅は，数人がよく来て，溜まり場になっている。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 変形性脊椎症:背骨が多少前屈していて，腰痛が少しある。
（2） 変形性関節症:膝関節痛があるが，健康に恵まれ，元気で1人で生活している。生活に支障は
きたしていない。歩行に不自由はない。
その他，病気らしい病気は持っていない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
なし。
指標Ⅱ（経済）:
年金収入のみ。経済的な困難は感じていない。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに十分気を使っ
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ている。特にたんぱく質や新鮮な緑黄色野菜の摂取に十分注意している。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整頓は嫌いだと言っていたが，屋内の清掃はよくされ，整理整頓がなされている。身だし
なみは，普通できちんとしている方だ。化粧はしない。洗濯も自分でして，衣服の整頓もきちんとし
て，笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。病気らしい病気はな
く，1年に数回定期的にかかりつけ医に血圧測定に行っていて，健康上のアドバイスを受けている。
運動は積極的にはしていない。何事にも関心を持ち，積極的に取り組んでいる。生活の仕方もいろい
ろ工夫している。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
息子や娘達は優しく，いつも気にかけてくれている。息子や娘が孫を連れて自動車で訪ねてくれる。
この時孫達とおしゃべりするのが楽しい。息子は同居を勧めてくれているが，元気なうちは1人で生
活をしていきたい。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近隣に気の合う友人がいて，よく訪ねてくれ，おしゃべりを楽しんでいる。
また，訪ねて行くこともある。地域活動には参加していない。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
息子と娘達がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビや新聞を読み，近所の気心の知れた人が来ると，それを話題に
している。
指標Ⅹ（個人的活動）:
ほとんどしていない。年齢と体力を考えると，旅行は無理と思っている。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.25，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:0.835，指標Ⅵ:0.75，指標Ⅶ:0.6，
指標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.8，指標Ⅹ:0.0;合計得点:5.735
調査第2年目平成12年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
調査第4年目の86歳になるといろいろなことに対する積極性が低下してきた。調査第5年目の87
歳になると，体力も気力も衰えてきた。運動はほとんどしなくなった。散歩も止めた（指標Ⅴ 生活
の主体性）。スーパーに食材の買い出しに行くこともなくなった。息子や娘が届けてくれるものを利
用するようになった（指標Ⅴ 生活の主体性）。調査第6年目88歳になると，かかりつけ医への受診は
なくなった。健康を維持して元気に生きようという意欲も減退してきた（指標Ⅴ 生活の主体性）。テ
レビを見ることが主になって，新聞はざっと目を通すだけとなった（指標Ⅸ 社会への関心）。子ども
や孫達は今までと変わらず，訪ねて来てくれるのが，楽しみの一つである（指標Ⅵ 家族との関わり）。
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現時点での健康状態（平成19年79月）
体力と気力は衰えてきて活動量は減少してきたが，健康で日々を明るく生きている。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:病気の進展はあまりなく，体力と気力の衰えはあるが，ゆっくりと時間
をかけて家事や身支度をしている。息子夫婦や娘が一緒に住むよう提案しているが，「長年住み慣れ
た土地が自分に合っているので，マイペースで生活をしたい」と言っている。小学校の教員の妻とし
て過ごした日々を幸せと回想し，子どもや孫達も訪ねて来てくれ，また地域の気の合う友達と無理を
しないで助け合いながら，のんびりと過ごしている。
事例7:OT 調査開始時年齢:78歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:静岡県
父親は織物業を営み，母親は主婦のかたわら茶畑を管理していた。経済的には豊かであった。兄弟
は5人いて健全で円満な教育熱心な家庭であった。地元の女学校を卒業してから，家事手伝いをした
後，22歳で2歳年上の夫と見合い結婚をした。夫は結婚当初，機械の部品を作る会社に勤務してい
た。結婚当初から25年間夫の両親と同居 （死亡するまで）した。その後夫は会社を辞め，父親の事業
（和菓子の最中の製造）の跡を継ぎ，亡くなるまで続けた。OTは4人の子育て（1男3女）をしながら，
夫の両親に気配りし，従業員（住み込み）の世話もして朝から晩まで働きづめであった。幸いなこと
に体が丈夫であったのでお産以外には寝込んだことがなかった。自分の母親もまめによく働いた人で，
女性とはそういうものなのだと思っていたので別に辛くはなかった。夫は41歳の時，脳梗塞で倒れ
たがその後半年で回復，仕事に励み誠実で真面目で家族思いの優しい人であった。その夫も9年前に
74歳で死亡した。以後独居である。子ども4人のうち長女と長男の家族が徒歩2～3分のところに住
んでいる。娘の1人が独身でピアノを教えに週3日午後来る。夫がかなりの財産を（賃貸マンション2
棟）残したので経済的には困らない。賃貸料の管理などもしているので銀行にも出かける。
健康状態は耳が遠く，足が弱っている。循環器系などの疾患があるため検査と健康管理に2週間に
1回かかりつけ医のところに通院し，投薬を受けている。足が弱らないように運動を兼ねて，ゆっく
り歩いて行く買い物を日課としている。家にいる時は掃除片付けをして，自宅はかなり広いがいつ
もきれいに整理整頓されている。小さい庭があり，きれいに草取りや掃除がされている。 今後1
人暮らしが不可能になった時には施設に入る気持ちはなく息子や娘の世話になるつもりと考えている。
近所にあまり親しい友達はいないが，近所に義妹（耳が遠い）がいる。子どもが近くにいるので心
の余裕と安心感がある。近所と言っても子どもも多忙であるので，頻繁にではないが声がけをしてい
る。歯が悪いので（総義歯）食生活には気を配り手作りのものを食べている。寝る時は布団であるが
それ以外の生活はイスである。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 高血圧症:調査開始時点から現在に至るまで，かかりつけ医に2週間に1度規則正しく通院し，
服薬治療を継続している。
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（2） 心不全:調査開始時点から現在に至るまで，かかりつけ医に2週間に1度規則正しく通院し，
服薬治療を継続しているので，症状は沈静化している。
（3） 糖尿病:調査開始時点から現在に至るまで，かかりつけ医に2週間に1度規則正しく通院し，
服薬治療を継続している。
（4） 変形性膝関節症:調査開始時点から現在に至るまで，膝関節の痛みのために，鎮痛剤を服用し
ている。
いろいろと病気を持っているが，病状は安定していて，元気で1人で生活している。認知症はない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
マンションの管理。
指標Ⅱ（経済）:
年金と家賃収入がある。経済的な困難は感じていない。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスには，あまり気
を使っていない。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整頓はゆき届いている。身だしなみは，普通できちんとしている。化粧はしない。洗濯も自
分でして，衣服の整頓もきちんとしている。笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。運動は積極的にして
いない。何事にも関心を持ち，積極的に取り組んでいる。生活の仕方もいろいろ工夫している。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
息子や娘達は優しく，いつも気にかけてくれている。元気なうちは1人で生活をしていきたい。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近隣に気の合う友人はいない。また，地域活動には参加していない。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
息子と娘達がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビや新聞を読んでいる。
指標Ⅹ（個人的活動）:
ほとんどしていない。年齢と体力と病気を考えると，旅行は無理だと思っている。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:1.0，指標Ⅱ:0.5，指標Ⅲ:0.8，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:0.835，指標Ⅵ:0.75，指標Ⅶ:0.4，
指標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.4，指標Ⅹ:0.0;合計得点:6.185
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調査第2年目平成12年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
調査第1年目から第3年目までは，大きな変化はみられなかった。調査第4年目の81歳になると，
体力も気力も衰えてきた。膝関節痛のため，歩行が困難になり，運動はほとんどしなくなった。散歩
も止めた。スーパーに食材の買い出しに行くこともできなくなった。娘が届けてくれるものを利用す
るようになった（指標Ⅴ 生活の主体性）。調査第6年目83歳になって，整形外科を受診し，治療を受
けているが，症状は一進一退である。健康を維持して元気に生きようという意欲も減退してきた（指
標Ⅴ 生活の主体性）。テレビを見ることが主になって，新聞はざっと目を通すだけとなった（指標Ⅸ
社会への関心）。子どもや孫達は今までと変わらず，訪ねて来てくれるのが，楽しみの一つである（指
標Ⅵ 家族との関わり）。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:庭があり，マンション1階部分の4LDK（2階以上は賃貸マンションとな
っている）に住んでいて，杖は使用していない。広い部屋の中を一日中よく動き回っている。
介護支援の必要はないが 現在の問題は耳が遠く，他人との意思疎通が困難なことである。きちん
と部屋の掃除をしていることが足腰を弱らせずにいる。きれいに掃除をしてある中で住みたいという
意欲が大きい。働き者であまり弱音を吐かない。多少痛いところがあるのは，年寄りなのだから当た
り前だと思っている。
身体機能的状況について:心臓疾患を持っているが，日常生活には支障がなく，かかりつけ医に診て
もらっており，体調はよい。かかりつけ医には2週間に1回の割で通院し，薬を服用している。多少
難聴があるため，会話に多少不自由はしている。自宅には手すりは設置していない。自宅は高齢者仕
様になっていないが，特に不便は感じていない。
精神心理的状況について:精神的に落ち着いており，特に自分自身については悩みは持っていない。
楽しみはテレビを見たり新聞を読んだりする程度で，遠出の旅行もしない。気力は衰え，活動的に生
きているのではない。老後を静かに送っている。
社会環境的状況について:夫の残した財産で，生活には困窮していない。生活は肉体的にも精神的に
も自立しているため，周囲の支援が必要な状態には陥っていない。
事例8:KA 調査開始時年齢:78歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:東京都
両親は商売（食料品の店）を夫婦で営んでいた。兄弟姉妹は5人（2男3女でKAは次女）皆商売の手
伝いや家事の手伝いをして，核家族で仲良く暮らしていた。長兄が父親の跡を継ぎ，長兄を中心に生
活をしていた。23歳の時，2歳年上の警察官と結婚をして，結婚8年目に子どもが産まれた。子ども
は2人（1男1女）で長女は神奈川県の会社員と結婚し，現在は夫の両親と同居している。娘には大学
生の孫娘が1人いる。息子は埼玉県に住み，孫はいない。
女学校を卒業し，生命保険会社に勤務，結婚するまで続けた。体は頑健な方ではないが，人との争
いを好まない性格であった。結婚当初から今の場所に住んでいるが，近隣とも大きなトラブルは起こ
さずに生活してきた。夫と子どものことを考えていればよい，ごく平凡な主婦であり，波風のない家
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庭であった。夫は警察官定年後も民間の会社で70歳まで勤務した。
KAも，子どもを塾にやり，私立の中学校に進学させるために，家事に支障がない程度に内職の仕
事を15年間した。夫は10年前，KAが68歳の時に心臓病で死亡した。以後独居である。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 子宮癌:41歳の時手術
（2） 狭心症:41歳の時術前検査で判明，以後服薬を継続。心臓の薬は常に持参している。
（3） 脳梗塞:63歳の時発症，左マヒが起こったがリハビリに励んだので現在マヒはない。
（4） 不整脈:平成19年8月，不整脈がひどく心臓ペースメーカーを付けた。
（5） 腰椎圧迫骨折:平成20年5月転倒して，腰椎圧迫骨折をきたした。入院しコルセットで固定
した。
健康管理には細心の注意をしている。週1回都内の大学病院に通院して内科，眼科（緑内障）の治療
を受けている。近所にはかかりつけ医がいる。耳はよく，目は緑内障があるが日常生活にはさほど支
障はない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
なし。
指標Ⅱ（経済）:
年金収入のみ。経済的な困難は感じていない。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに注意している。
食事は時間をかけて作り，調理は薄味で魚を焼く時も塩を振らない。煮物は薄味で味がよく浸みるよ
うに必ず作り置きをする。食欲はあり，3食きちんと食べ，ひと口45回む。歯（総義歯）が悪いた
め，「刺身」は柔らかいので毎日食べるように心がけている。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整頓はゆき届いている。身だしなみは，普通できちんとしている。薄化粧をしている。洗濯
も自分でして，衣服の整頓もきちんとし，笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。運動は積極的にして
いない。複数の病気を持っているので，生活の仕方もいろいろ工夫している。薬は10種類から15種
類飲むので，予め分けておく。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
娘や息子は優しく，いつも気にかけてくれている。元気なうちは1人で生活をしていきたいと言っ
ている。娘が孫を連れて里帰りしてくれるのが，何より嬉しいと言っている。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近隣に気の合う友人がいる。おしゃべりをするのは楽しいが，他人のや陰口にならないように，
慎重に避けている。地域活動には参加していない。
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指標Ⅷ（相談者の存在）:
娘と息子がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビや新聞や週刊誌を読んでいる。
指標Ⅹ（個人的活動）:
1年に1，2度日帰り旅行をする。年齢と体力と病気を考えると，長い旅行は無理だと思っている。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.25，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:0.75，指標Ⅶ:0.4，指
標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.4，指標Ⅹ:0.25;合計得点:5.550
調査第2年目平成12年79月から調査第9年目平成19年79月までの状態と指標の変化:
調査第5年目の82歳になって，体力が低下してきたので，近所にいる同年齢の女性とのおしゃべ
りは月に1回程度に減らした（指標Ⅶ 地域社会への関わり）。友達の悪口は言わず，よい点を見るよう
にしているので，過去に喧嘩をしたことがない。人に頼らずゆっくり時間をかけて行動し，疲れたら
休むように心がけている。平成19年8月には心臓ペースメーカーを取り付けた。今後の生活は可能
な限り1人で住み，それが不可能な場合は施設に入ることになると思う，と言っている。
現時点での健康状態（平成19年79月）
心臓ペースメーカーを付け，以前より外出は減少したが，精神的には元気である。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:一戸建て住宅の2階建（3LDK）で庭は狭い。日常の生活は1階部分を
使用している。服装は夏はスカートで冬はズボン。厚めの靴下を一年中はいている。寝る時は布団を
使用している。杖は使わない。腰は曲がっていない。
腰椎骨折までは，支援の必要はなかったが，骨折後はヘルパーに週2回の支援を受けている。人の
和を大切に考えている。体操食事薬など健康管理に注意している。耳がよいこと，近所に昔から
の友達がいること，子ども達の心遣いがあること，トラブルを嫌う穏やかな性格が周囲の善意を誘い
独居を可能にしている。
身体機能的状況について:心臓疾患があるため，現在は大学病院へ1ヶ月に1回通院している。かか
りつけ医には2週間に1回の割で通院し，体調をチェックしてもらっている。歩行には問題がなく，
自宅内には手すりは設置していない。間取りも若い時に建てたままで，高齢者仕様にはなっていない
が特に不自由は感じていない。別居している子ども達が訪ねて来ることは1年に1回か2回で，日常
生活に変化を持たせているのは，近隣の人との交際である。日常生活は自力で処理することができ，
ヘルパーには頼んでいない。心臓が停止した臨死体験を持っているが，このことについて悩んではい
ない。気がついたら周りを医師や看護師が取り囲んでいて，大騒ぎをしていたので自分の方がびっく
りしたとのことであった。
精神心理的状況について:精神的に落ち着いており，特に自分自身についての悩みは持っていない。
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長男に子どもができないことが悩みである。楽しみはテレビを見たり書籍や雑誌を読む程度で，遠出
の旅行もしない。気持ちは穏やかで，体力に応じた生活をしている。老後を静かに送っている。
社会環境的状況について:夫の残した財産（今住んでいる土地と家屋）で，生活には困窮していない。
生活は肉体的にも精神的にも自立しているため，周囲の支援が必要な状態には陥っていない。
事例9:MS 調査開始時年齢:79歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:東京都
父親は逓信省に勤務していた国家公務員。母親は専業主婦。兄が1人いる。兄もMSも大切に育
てられた。そして専門学校に進み，卒業と同時に4歳年上の夫と見合い結婚をした。夫は兄と大学で
一緒だった。夫は経済学者で，大学で教えていた。国立大学停年後も私立大学で教鞭を取って70歳
で現役を退いた。10年前の81歳の時に脳梗塞で体が動かなくなり，話すこともできなくなった。5
年間はMSが看病したが，5年前に生まれ故郷の海を見たいと夫が強く希望し愛媛に行った。91歳
の現在は，四国愛媛県でリハビリを兼ねて療養している。MSは東京に留まった。MSも1ヶ月に一
度は訪問している。目立った回復はみられない。従って5年前から独居である。夫は精力的に仕事を
し，研究と教育をした。家庭においては頼もしくて家族思いの優しい人である。
結婚当初から20年間，夫の両親が死亡するまで同居した。義父母はMSが世話をし，とても良い
関係で，学ぶことが多かった。昔から体は丈夫で入院した経験はない。住宅は大正時代のもので庭が
あり，管理が大変だが足腰のためにも運動になる。話すより聞く方が好き。料理が好きで皆にもてな
すことが趣味でもあるので，子ども達が夕食などよく食べに来る。子どもは4人（1男3女）いて，娘
2人が近所に住んでいる。長女の配偶者が医者なので，健康に関しては相談できる。流行には敏感で
エレガントな装いをし，おしゃれをして楽しんでいる。ズボンははいたことがない。趣味はいろいろ
あるが運動も兼ねてダンスをし，20年以上続けている。その他主婦や小学生に習字を自宅で教えて
いる。1週間規則的な行動をしている。正月は子どもの家族全員が愛媛県のホテルに夫も交えて集ま
る機会を持ち，それを楽しみにしている。近所のマンションに住んでいる娘がバイオリンを教えに週
1回来るので部屋を提供し，若い人にも接することができるのはとてもよい。
体の方は痛いところもない。通院もしていない。目耳も衰えてはいない。1日のうち何回も全身
を写す鏡を見る。出かける時だけでなく，人が来るので家でも身だしなみには気を配っている。多忙
な日々を過ごして昼寝をする暇はない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
健康であり，近年病気に罹患した経験はない。
年に数回定期的に健康チェックを受けている。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
なし。
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指標Ⅱ（経済）:
年金収入のみ。経済的な困難は感じていない。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに注意している。
食事は時間をかけて作り，調理は薄味で，和食，洋食何でも好きで，偏食はない。食欲はあり，3食
きちんと食べている。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整理整頓はゆき届いている。身だしなみはきちんとしている。化粧をしている。洗濯も自
分でして，衣服の整頓もきちんとして，笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。運動（ダンス）は積
極的にしている。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
娘や息子は優しく，いつも気にかけてくれている。元気なうちは1人で生活をしていきたいと言っ
ている。近所に住む娘が孫を連れて来てくれるのが嬉しい。年1回家族全員が集まって，新年を祝う
のが楽しみだ。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
主婦や小学生に習字を自宅で教えている。この主婦達と仲良くおしゃべりをする。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
娘と息子がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビを見たり新聞や週刊誌を読んだりしている。ダンスクラブに参
加している。
指標Ⅹ（個人的活動）:
1年に1，2度国内旅行をする。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.25，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:1.0，指標Ⅶ:0.8，指
標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.8，指標Ⅹ:0.75;合計得点:7.100
調査第2年目平成12年79月目から調査第7年目平成17年79月までの状態と指標の変化:
調査第2年目80歳になって，それまで続けてきたダンスは，体力的に無理になって止めた（指標Ⅹ
個人的活動）。それと共に気力が落ちてきて，積極性が低下し始めた（指標Ⅴ 生活の主体性）。調査第5
年目83歳になると，日帰り旅行のみとなった（指標Ⅹ 個人的活動）。しかし日常生活は，きちんと送
っていた。調査第6年目84歳になると，食事に対して，たんぱく質や緑黄色野菜の摂取に対する注
意がなくなった（指標Ⅲ 食事）。積極的な行動家であったが，その面影がなくなってきた（指標Ⅴ 生
活の主体性）。調査第7年目85歳になると，近隣のスーパーに買い出しに行くが，近所の人とのおし
ゃべりが少なくなった（指標Ⅶ 地域社会との関わり）。平成17年6月自宅の布団の中で死亡している
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のを訪ねてきた娘が発見した。前日まで元気であった（前日，娘と電話で3分間おしゃべりした）。
調査第6年目平成16年79月の生活環境と身体状況:
住まいは平屋の一戸建て住宅（5LDK）で庭がある。杖は使用しない。寝る時はベッド，服装はい
つもスカートで，化粧は欠かさない。背筋がピーンとして姿勢がよい。凛とした雰囲気は70歳代前
半としか思えない。若い時からよく動いて働いた。自宅で死にたいので独居が不可能な時でも施設は
考えていない。義父母も自宅で世話をした。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:平成17年に死亡。調査開始の時点からみれば，気力も体力も衰えを感
じさせたが，一戸建ての家で最後まで1人で生活していた。体力に合わせて生活のペースを守ってい
た。自立心が強く，楽天的であり社交的であったことが，生活の基盤をなしていたと思われる。
身体機能的状況について:身体機能的に不自由な点はなかった。病気で病院へは通院していなかった。
定期健康健診は受けていた。元気に日常生活をこなし，ダンスが趣味であったが，調査第2年目以降
していなかった。外出する機会も減少していた。住宅は古い木造で広い平屋である。自宅は高齢者仕
様になっていないが，全く不便を感じていなかった。視力聴力の衰えは少なく，最後まで自力で生活
をしていた。
精神心理的状況について:痴呆はほとんど認められず，身だしなみもよく，人と接する機会が多かっ
た。趣味のダンスや書道も長く継続してきた。精神的にも大変安定しており，毎日を生き生きと自由
に生きていた。
社会環境的状況について:経済的に豊かであり，生活には困窮していなかった。生活は肉体的にも精
神的にも自立している。ヘルパーの支援を必要としていなかった。自宅で書道を教えていて習いに来
る人と接することも生活の張りになっていた。
事例10:WK 調査開始時年齢:89歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:岐阜県
父は次男で，大工。収入は低かった。家計は貧しく，夫婦喧嘩が絶えなかった。兄弟2人，姉妹2
人。4人とも小学校を卒業すると働きに出た。WKは製糸工場に住み込みで働いた。製糸工場で夜間
に学校を開いてくれて，習字と裁縫手芸と音楽を勉強した。10年勤務して製糸工場を退職して，東
京に出て，お手伝いとして住み込んだ。その家の奥さんから，多くのことを教えてもらった。製糸工
場における厳しく辛い仕事とお手伝い時代の忙しい立ち働きに耐えられたのは，丈夫な体を親から授
かったことによると思っている。本当に親に感謝，感謝ですと繰り返している。大蔵省印刷局の職員
と恋愛結婚して，子どもは2人（1男1女）授かった。夫は体が弱かったが優しかった。給料が安かっ
たので，仕立ての内職を一生懸命にして，子どもを学校にやった（長男は私立大学理工学部卒，娘は高
等学校卒）。小さい質素な家だったが，いつも整理整頓し掃除をして塵が散らからないように心が
けていた。長男が結婚し，初めは同居していて，孫も生まれた。隣に公団住宅ができて日当たりが悪
くなったので，子どもには日光が必要だと諭し，長男夫婦は，郊外に土地を買って家を建て別居した。
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夫は72歳の時，心筋梗塞で死亡した。その時WKは70歳だった。この時以来，独居である。寂し
いと思ったことはない。息子や嫁や娘が心配し，いつも心にかけてくれているから，安心して生活し
ていける。曾孫が生まれたと言っては，そのお祝いに小物を編んで贈ったり，俳句を作って心の喜び
を表現したりしている。時々，気心の知れた極く親しい人にその俳句を読んで聞かせたりすることも
ある。近所には茶飲み仲間はいないし，近所の人達との会話は，他人のや悪口が主になるだろうか
ら嫌いだと言って，そのような仲間を作らない。近くに区立老人福祉センターがあるが，そこにも顔
を出さない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 高血圧症:かかりつけ医を定期的に受診して，投薬を受けている。
（2） 変形性脊椎症:やや前屈している。
調査開始時点の生活環境と身体状況:
一戸建て住宅（築50年以上の木造2階建，2LDK）で古い家屋であるが，きれいに掃除されている。
ベッドを使用し，服装はズボン。杖は使用していない。
耳，目もよい。1人暮らしでも親子の絆が深く，心に余裕がある。動作はゆっくりであるが生活の
至るところに創意工夫がなされ，「長生きのコツは健康ならば甘えないで1人で生活すること」と言
っている。人生の終末はホームドクターの先生がいるので心配していない。また葬儀は不要と子ども
たちに伝えてあり，子どもたちもWKの主張に同意しているとのこと。施設や子どもには頼らない
で，今の生活を楽しんでいる。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
なし。
指標Ⅱ（経済）:
年金収入のみ。経済的な困難は感じていない。質素な生活をよしとしている。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに注意している。
食事は時間をかけて作り，調理は薄味で，和食が好きで，偏食はない。食欲はあり，3食きちんと食
べている。嫁や娘が副食を作って送ってくれるので，冷凍にして，少しずつ解凍して食べている。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整理整頓はゆき届いている。身だしなみはきちんとしている。化粧はしていない。洗濯も
自分でして，衣服の整頓もきちんとして，笥にしまっている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。運動散歩は積極的に
している。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
娘や息子や嫁は優しく，いつも気にかけてくれている。独立心が強く，1人で生活をしていきたい
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と言っている。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
他人の話を好まないため，近所の人とおしゃべりすることを好まない。他人の悪口や嫁の愚痴を
嫌っていた。しかし，その他の話題は，地域の人達としていた。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
息子と嫁と娘がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビやラジオや新聞を読んでいる。
指標Ⅹ（個人的活動）:
1年に1，2度国内旅行をする。息子に連れられて，ヨーロッパ旅行もした。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.25，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:1.0，指標Ⅵ:1.0，指標Ⅶ:0.8，指
標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.4，指標Ⅹ:0.5; 合計得点:6.450
調査第2年目平成12年79月から調査第6年目平成16年79月までの状態と指標の変化:
腰がやや前屈しているが，朝起床すると小さいリュックを背負って，近くの公園まで散歩をし，常
に健康の維持に心がけていた。視力や聴力の衰えはなく，老眼鏡や補聴器は使用していない。記憶力
の衰えも周囲の人に感じさせない。特別な宗教は持っていないが，二言目には，「親がこんな丈夫な
体に生んでくれたので，今までどんな困難な事態も乗り切ってきた。本当に親に感謝，親に感謝」と
言っていた（指標Ⅴ 生活の主体性）。
しかし，体力の衰えは徐々に進み，時々行っていた旅行も調査第2年目からは，国内旅行のみとな
った（指標Ⅹ 個人的活動）。調査第3年目からは，食事に対して，関心が低下して，栄養バランスや
たんぱく質の摂取に無関心になった。しかし嫁が気を使って，栄養バランスの取れた手作りの副食を
送ってくれていたので，それを食べていたため低栄養になることはなかった（指標Ⅲ 食事）。調査第
5年目になると，自分の健康にも注意を払わなくなり，自分は健康だと言って，かかりつけ医への通
院を止めてしまった。小さいリュックを背負って，近くの公園まで散歩することは継続していた（指
標Ⅴ 生活の主体性）。息子や娘は，1週間に1度は電話をかけて，安否を確認していた。これはWK
自身の心を安心させていた（指標Ⅵ 家族との関わり）。調査第6年目94歳で，息子が電話をしたが，
がらなかったので訪ねて行き，風呂場の前で倒れて死亡しているのを発見された。
追跡調査のまとめ:
現在の生活環境と身体状況:平成16年死亡。自立心が旺盛で，他人や子どもに迷惑をかけたくない
と常に思っていたので，気丈な人生であった。自分の子どもや嫁の自慢で，近隣の人達は些か辟易し
たこともあったが，他人の悪口や話には決して加わらず，そのようなことを話す人には注意をして
いた。WKは，既成の宗教には関心はなかったが，一つの世界観，人生観，哲学のようなものを持
っていたと思われる。
身体機能的状況について:高血圧症であるが，日常生活には支障がなく，かかりつけ医に診てもらっ
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ており，体調はよかった。かかりつけ医に2週間に1回の割で通院し，薬を服用していた。近所であ
るため，通院の負担はない。脊椎がやや前屈しているが，歩行には不自由がなく，毎朝夏は5時に起
きて，1時間散歩し，帰宅後朝食を摂っていた。冬になると6時に起きて散歩していた。自宅は築50
年以上経っているため，高齢者向けではないが，手すりなど設置する必要はなく，住宅の改造はして
いなかった。別居している子どもが国内国外の旅行に連れ出してくれるので，それを楽しみにしてい
る。息子とそのお嫁さんがよく訪ねて来て身の回りの世話をしていた。
日常生活は自力で処理することができ，ヘルパーには頼んでいなかった。
精神心理的状況について:2人の子どもは，別居していたが，常に母親を心配して，電話をかけてき
たり，訪ねて来たり，食料やその他の生活用品を届けに来てくれたりしているので，自分は幸せだと
言っていた。常に親に感謝していると述べ，悩みがまったくないようにみえた。孫のために編み物を
したり，時々の気持ちを俳句を作って表現し，親しい人に読んで聞かせて，自慢していた。
社会環境的状況について:亡夫の年金と子どもが食料を送って来るため，生活費はほとんどかからず，
生活には困窮していなかった。生活は肉体的にも精神的にも自立しているため，ヘルパーの支援が必
要な状態には陥っていなかった。
事例11:KM 調査開始時年齢:89歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:長野県
農家の出身，兄弟は4人（兄2人，姉1人）。小学校を卒業すると，結婚して東京に住んでいた姉を
頼って上京し，その小売業を手伝った。24歳の時，国鉄職員と結婚して，当初神奈川県の大磯に住
んだ。夫の勤務が東京になったのを機会に現在の場所に住み，35年になる。子ども達もこの地に住
み続けている。住居は一戸建て。
子どもは2男4女で近所には三女と四女が住んでいる。身の回りのことができる時は全て自分で衣
食住の管理はしていたが，80歳を過ぎたころから近くに住んでいる四女とその孫娘がよく訪ねて世
話をしてくれるようになった。三女は仕事を持って忙しくしている。四女も仕事をしているが忙しさ
は三女ほどではない。次女は小田原の方に住んで，ほとんど訪れない。長女は大磯に住んでいて，時々
訪問してくれる。
夫は6年前，KMが83歳の時に死亡した。夫の年金があったので，経済的にはまったく心配や不
安はなかった。70代の時は夫も最後まで元気であったので，むしろ三女や四女の子ども（孫）の世話
をしていることが多かった。孫達の手が離れてからは家でブラブラと好きなことをしたり，出歩いて
近所の人とおしゃべりなどをして楽しんで過ごした。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
（1） 変形性脊椎症:やや前屈している。
その他には持病がなく，健康で，何でも偏食なくよく食べて，元気よく生活している。
調査開始時点の生活環境と身体状況:
一戸建て住宅（築50年以上の木造2階建）に1人で住んでいる。持病はなく，身の回りのことは自分
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でしている。近所のスーパーに買い出しに行き，自分の好きなものを食べている。娘が近くにいるの
で，頼っていた。食事は冷蔵庫内に娘が用意してくれたものと，自分で買っていた食品があり，適当
に食べている。食事は娘が柔らかいものを選び，それなりに栄養と好物を気にかけて用意していた。
食器の洗い物は台所の流しを工夫してあるので洗うことができた。寝るのは畳の部屋で万年床。洗濯
は四女が世話をしていた。何かあった場合は娘が近くにいるので，頼っていた。だから独居が可能で
あったと考える。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
なし。
指標Ⅱ（経済）:
年金収入のみ。経済的な困難は感じていない。質素な生活をしている。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに注意している。
食事は時間をかけて作り，和食が好きで，偏食はない。食欲はあり，3食きちんと食べている。娘が
冷蔵庫に入れておいてくれた副食を電子レンジで加熱して食べている。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整理整頓はゆき届いている。身だしなみは，きちんとしている。食器の洗い物は台所の流
しを工夫してあるので洗うことができた。寝るのは畳の部屋で万年床。化粧はしていない。洗濯は娘
が来てしてくれる。衣服の整頓も娘がしてくれる。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。運動は散歩をしている。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
娘や孫が優しく，いつも気にかけてくれている。娘や孫への依存心がかなり強いが，娘や孫が近所
に住んでいて，よく顔を出すので1人で生活ができている。
指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近所の人とよくおしゃべりする。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
2人の娘がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，主にテレビを見ている。
指標Ⅹ（個人的活動）:
1年に1，2度国内旅行をする。娘家族が車で連れて行ってくれる。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.25，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:0.5，指標Ⅴ:0.5，指標Ⅵ:0.5，指標Ⅶ:0.4，指
標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.2，指標Ⅹ:0.25;合計得点:4.101
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調査第2年目平成12年79月から調査第4年目平成14年79月までの状態と指標の変化:
調査第2年目90歳になると，栄養バランスやたんぱく質や緑黄色野菜への注意はなくなった。ス
ーパーでは，刺身や天ぷらなど手のかからない食材を買って食べるようになった（指標Ⅲ 食事）。そ
の他の面では，指標の変化はあまりみられなかった。
調査第4年目の92歳になると，車椅子の生活になり，行動力を失って，近所の人とおしゃべりす
ることもなくなった（指標Ⅶ 地域社会との関わり）。食事は娘に頼るようになった。
娘が冷蔵庫内に用意してあるものを適当に食べた。食事は娘が柔らかいものを選んで，娘がそれな
りに栄養と好物に気にかけて用意していた。大体は用意してあるものを残さずに食べるようにしてい
た。プリンが好物で冷蔵庫には欠かすことはなかった（指標Ⅲ 食事）。認知症は非常に軽度だが，気
力と体力は急速に低下していった。食事，入浴，洗濯は四女が世話をしていた。だから独居が可能で
あったと考える。独居といえども娘や孫に囲まれて過ごしたと言える（指標Ⅴ 生活の主体性，指標Ⅵ
家族との関わり）。
車椅子の生活になる前はそれでもって2階まで階段を登ることができた。日常生活はって移動
し，なんとか身の回りのことはできた。できない部分は娘たちが支援してくれたので最後まで1人暮
らしが可能であった。最後まで認知症は非常に軽度で，会話も普通にできた。
死因と状態:老衰と心筋梗塞。介護度はなかった。
四女と孫娘が来た時，孫娘の名前を呼んで起き上がろうとしてひっくり返り，そのまま死亡した。
死の1日前は自分で冷蔵庫から取り出し，好物のプリンを一度に5個も食べた。
追跡調査のまとめ:
現在の生活環境と身体状況:平成14年死亡。子どもが多かったため，55歳ごろまでは，貧困との戦
いの日々であり，内職と家事で忙しく働いていた。しかし，それ以後は年金で経済的には困っておら
ず，子どもや孫達の精神的物質的な援助があり，平穏な日々を送っていた。
事例12:TW 調査開始時年齢:88歳
出生から調査開始時点平成11年までの個人史:
出身地:東京都
父親は音楽関係の仕事をしていた。母親は実母ではなく，生まれてすぐから継母に育てられた。兄
弟姉妹5人で男2人，女3人の長女である。幼少の頃はひがみっぽい子どもであった。女学校を出て
から家事手伝いをして，23歳の時，お見合い結婚をする。3人の女の子を授かった。夫は戦争に行っ
たが，戦死した。夫が出征している間は3人の子どもを連れて実家に帰った。夫の死亡後は独身で通
した。36歳の時，美容師の学校に入り，美容師として働きながら子どもを育てた。高田馬場で開業
し，70歳まで働いた。その店を閉めた後，マンションに1人で住んでいる。引退をした当時はしき
りと「寂しい」と周囲に漏らしていたので，結婚した3人の娘達は同居を提案したが，「多人数の中
でいる寂しさよりも1人の寂しさの方が耐えられる」と言って独居を続けている。そして「いろいろ
人は言うけれども，その年齢にならないと解らないことがある」と周囲の人に漏らしている。とても
おしゃれでファションにも敏感，「シャカシャカ○○さん」と言われている。巣鴨のとげぬき地蔵に
は頻繁に出かけて買い物を楽しんでいる。姿勢がよく，歩き方がきれいで容姿も美しいので20歳は
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若く見える。目，耳の衰えはなく，話が大好きで，自分の考えを話すが，人の意見もよく聞く。電話
もよく自分の方からかけ，娘や姪には1時間位は常である。食欲旺盛で好き嫌いもなく若者が好む食
事もよく食べる。趣味は旅行，芝居，老人会のおどり等。新聞も時間をかけてよく目を通す。夜は遅
く寝るが，昼寝が習慣となっている。テレビは音楽番組が大好きでカラオケにもよく行く。20歳年
下のボーイフレンドがいてカラオケに行くのも一緒である。自宅の風呂には85歳から入らなくなっ
てしまった。その理由は，友達の家を訪ねた時，玄関が開いていたので，いつものように部屋に入り，
待っていたが，なかなか現れないので，探したところ友達が風呂の中で浮いていた。それ以降自宅の
風呂には入らず，公衆浴場に行くようになった。また85歳の誕生日には自分でヴィトンのバッグと
フェラガモのハイヒールを買い，それらを身に付けて喜んで外出をしている。アクセサリー等も高価
なものを身に付けている。その理由は倒れて運ばれた時，金持ちの奥様と思われ，手厚い処遇を受け
るだろうという思いからとのことであった。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の健康状態と疾病:
健康で，治療をしている疾患はない。健康で，何でも偏食なくよく食べて，元気よく生活している。
調査開始時点の生活環境と身体状況:住まいはマンション7階の2LDK。寝る時はベッドを使用し，
住生活はすべて洋式。杖は使用しない。外出が好きである。服装はスカートが多いがでズボンもはく。
おしゃれでセンスがよく，化粧も欠かさない。
調査開始時点（調査第1年），平成11年79月の状態と指標:（表1参照）
指標Ⅰ（仕事）:
なし。
指標Ⅱ（経済）:
年金収入のみ。経済的な困難は感じていない。比較的派手な生活を送っている。
指標Ⅲ（食事）:
スーパーに食材を買い出しに行き，好みの食事を作って食べている。栄養バランスに注意している。
和食も洋食も好きで，偏食はない。食欲はあり，3食きちんと食べている。たんぱく質と緑黄色野菜
の摂取にも注意を払っている。
指標Ⅳ（家庭管理）:
掃除や整理整頓はゆき届いている。身だしなみは，きちんとしている。寝るのはベッド。化粧は
欠かさない。洗濯は自分でして，衣服の整頓も自分でしている。
指標Ⅴ（生活の主体性）:
健康維持に注意して，生活は規則正しく，就寝と起床の時間は一定している。運動は散歩している。
よくショッピングに出かける。必ずしも買うわけではない，デパートの中を歩くのが楽しいと言って
いる。
指標Ⅵ（家族との関わり）:
3人の娘が優しくしてくれて，いつも気にかけてくれている。しかし自立心が強く，年寄りには年
寄りの考えがあると言って，独居の生活を続けている。
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指標Ⅶ（地域社会との関わり）:
近所の人とよくおしゃべりする。友人が訪ねて来る。
指標Ⅷ（相談者の存在）:
3人の娘がよき相談者になっている。
指標Ⅸ（社会への関心）:
社会への関心は，十分あり，テレビや新聞をよく見ている。
指標Ⅹ（個人的活動）:
1年に1，2度日帰り旅行に，娘達が車で連れていってくれる。
調査第1年目（平成11年79月）指標:（表1参照）
指標Ⅰ:0.0，指標Ⅱ:0.25，指標Ⅲ:1.0，指標Ⅳ:1.0，指標Ⅴ:0.167，指標Ⅵ:1.0，指標Ⅶ:0.8，
指標Ⅷ:0.5，指標Ⅸ:0.6，指標Ⅹ:0.25;合計得点:5.567
調査第2年目平成12年79月から調査第3年目平成13年79月までの状態と指標の変化:
調査第2年目89歳に入ると，社会への関心を失ってきてテレビを見るのが主になってきた。新聞
を読んだり，趣味の会に出かけたりすることはなくなった（指標Ⅸ 社会への関心）。栄養バランスや
たんぱく質や緑黄色野菜については注意を払っていた。スーパーでは，刺身や天ぷらや豆腐など手の
かからない食材を買って食べるようになった（指標Ⅲ 食事）。その他の面では，指標の変化はあまり
みられなかった。
調査第3年目の90歳になると，気力と体力の低下してきたことと下肢の筋力が低下してきたこと
により，日帰りの旅行もしなくなった（指標Ⅹ 個人的活動）。しかし身の回りのことは，しっかりと
処理していた（指標Ⅳ 家庭管理）。
この年の9月に急死した。娘達は，食欲もあり元気に過ごしていたので突然の死に驚いていた。
追跡調査のまとめ
現在の生活環境と身体状況:平成13年に死亡。指標では，極端な数値の減少は見うけられず，特定
の疾患もなかった。気力も体力もあり，まだ十分独居が可能な状態であったにもかかわらず急死して
しまった。
身体機能的状況について:身体機能的に不自由な点はなかった。病院へは通院していなかった。元気
に日常生活をこなし外出もしていた。マンションの7階でエレベーターを利用していた。自宅は高齢
者仕様になっていないが，全く不便を感じていない。視力聴力の衰えはない。自力で生活をしていた。
歩く時の姿勢がよく歩き方が美しいと評判だった。
精神心理的状況について:痴呆はほとんど認められなかった。人とのおしゃべりが好きで，精神的に
も大変安定しており，毎日を自由に楽しんで生きていた。歌が好きでカラオケにもボーイフレンドと
行った。1人の生活を楽しんで，精神的にも肉体的にも若かった。
社会環境的状況について:経済的には普通であり，生活には困窮していなかった。派手好きで，身に
付けるものにお金をかけていた。生活は肉体的にも精神的にも自立していた。ヘルパーの支援を必要
としていなかった。
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3.考 察 と 結 論
今回の調査対象者の個々人のまとめは，事例ごとに総括して「追跡調査のまとめ」として記した。
独居後期高齢女性の調査対象者の共通したまとめとしては，以下のことが示唆された。
長年住み慣れた土地を離れずに，孤独感や不安感をあまり持たず，明るく元気に規則的な生活を送
っていた。食事も自ら作って食べ，栄養バランスもよくとれていた。家族の支援や近隣との交流もよ
くおこなわれていて，孤立することはなかった。調査対象者は全員独居しているとは言っても，子ど
もがいて，その子ども達が親を気遣っていた。収入は年金や夫の遺産で生活していた。高血圧症やそ
の他の疾患に罹患している者は，定期的にかかりつけ医を受診して自己の健康管理に注意を払ってい
た。自己の人生を振り返り，肯定的に捉えていた。子どもとの同居を好まず強い自立心を持っていた。
後期高齢期を独居で生きる調査対象者に共通していたのは，基本的な生活ができる収入（年金その
他）があること，独立心が強く，食事に注意を払い栄養バランスがとれていて，家族や地域の人達と
交流があることであった。家族については，その精神的支援や物質的（食物を送る）支援があった。
そして各調査対象者は活動的であり，自己の人生を肯定的に受け止めている者が多かった。
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